
◇大学地域連携事 業 「健 康 づ くり講座」

[開催の概要]

　 開催 日時　平成20年10月27日(月)午 後1時 半～4時

　 開催場所　東山区総合庁舎　 3階 大会議室

　 講座内容　講演 「女性の健康 と骨粗 しょう症」

　　　　　　 骨密度測定

　 主　　催:京 都女子大学栄養 クリニ ック、東山区地域女性連合会

　 共 催 東山区役所、協力:粟 田 ・東山 ・洛東地域包括支援センター

[背　 　景]

　地域 への貢献 ・社会 への還元 とい った場合、京都市 全体を指す こともあれば、 もっと狭 い範

囲の こと もあ り、 い くつ もの異 な った レベルがあ り得 る。 しか し本学 が東 山区に位置 し、本学

と東 山区が地域連携 ・協力 に関す る協定を結 んでい ることを考 え ると、東 山区に対す る地域貢

献 が重 要な もの にな ることは当然の ことで あろう。 また よ く知 られてい るように、東 山区は京

都市 で も最 も高齢 化率 の高 い地域 で あ り、 したが って東 山区 との関連 で、 栄養 ク リニ ックが行

事 を企 画す るに して も、高齢者 の健 康維持 に役 立つ内容 は、 きわあて重要 なテーマであ る。

　骨 粗 しょう症 は、 高齢女性 に多い病気で、それ による骨折 は、死亡率 が高いばか りではな く、

寝 た き りの原因 と して も重 要なので、今回京都 女子大学栄養 ク リニ ック、 東山区地域女性連合

会 の主 催 にて、「女性 の健康 と骨粗 しょう症」 と題 した講座 を企画 した。

[講座 の内容]

① 骨 密度測定

　　 京都女子大学 よ り、超 音波法 による、踵骨

　 骨密度測定機を持 ち込 み、会場の一角で測定

　 を行 った。講演前 と講 演後の、各30分 あま り

　 を利用 しての企画で、50人 限定 としたが、大

　 好評で、希望者多数で あ った。栄養 ク リニ ッ

　 クのスタ ッフや食物栄養学科 の学生 が測定 に

　 あた り、測定後 その場で結果 を ご説 明 した。

② 　講　演

　 「女性 の健康 と骨粗 しょう症」 と題 して、 プ ロジェクターを用 いて、 田中が約1時 間の講

演 を行 った。 ご高齢 の方 が多 い ことか ら、予 め使用 したパ ワーポイ ン トファイル の印刷物 を

配布 しておいたので、 メモを取 る必要 がな く、落 ち着 いて聞いて頂 けたのではないか と思わ

れ る。 内容 を一言 にま とめる と、骨粗 しょう症 は、予 防すべき生 活習慣病 として理解すべ き
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　 であ るということであ る。 骨粗 しょう症 による骨折 は、 折れてか ら治療す るのではな く、骨

　折 の危険性が増 して いれ ば、折れな いうちに、予防的 に治療 す る必要 があ ることを述べ、 日

　常生 活面の注意 に関 して は、特 に栄養 面での留意 点を ご説 明 した。

③ 栄養 ク リニ ックの紹介

　　会 場の一隅 に、栄養 ク リニ ックを紹介す るパネ

　 ルを設置 した ところ、参加者か ら多数 の ご質問が

　 あ り、栄養 ク リニ ックの スタ ッフが ご説明 した。

④ 　その他

　　 会場の一角 に、地域包括支援セ ンターの ブー ス

　 を設 置 し、資料 展示や質問 コーナーを設 ける とと

　 もに、地 域包括支援セ ンターの役割 につ いて紹介

　 す る講演が あった。

[本企画 につ いての感想]

　本講座 は、栄養 ク リニ ック と東 山区が共催す る初 めての企画 とい うことであ ったが、 区役所

だ けで はな く、地 域女性連合会 の方 々が、上手 く連絡網 を活用 して下 さ り、成功 の裡 に終 え る

ことがで きた。 もちろん男性市民 に対す る活動 も重要 だが、京都 「女子」大学栄養 ク リニ ック

と して は、今回の よ うに地域女性連合会 の方 々 と連携す るの も意義 あることで はなかろ うか。

　ア ンケー トの結果、参加者か らは概ね好評 を頂 いた。 おそ らく本講座 において は、講演 だ け

で はな く、骨密度測定 とい う実技 を も併せて行 ったのが よか ったので あろう。 ちなみに、 この

超音波骨密度測定器 は、食物栄養学科 の教育用 として購入 された もので あるが、 その他卒 業研

究、大学祭 のイベ ン ト、 デ リバ リーキ ャンパ ス、今 回の企画等、大活躍で ある。

　 また本企画 の実施 にあた って は、食物栄養学科 の4回 生若干名が協力 して くれた。 栄養 ク リ

ニ ック として は補助 の戦力 として役立 ったが、学生 に とって も、学外での実地 体験 とい う貴 重

な機会で あ った と考 える。

　今後 とも栄養 ク リニ ックに とっては、学 内で開催す る講座 が主 たる活動 にはな ろうが、 時 に

は本講座 のよ うに、学外へ 出張 しての企画 を も積極 的に取 り入れ ていきたい。　　　　 (田 中)
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